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　近年の論理装置の大規模化、複雑化に伴い、
論理設計の効率を上げることは当然望まれる
ことである．論理設計を支援するツールとし
てハードウェア記述言語（Hardvare　De－
scription　Language：HDL）がある。　HD
Lは設計作業の明確なツールとして．また作
業の流れの墓準とも成りえる。HDLはこれ
までに種々発表されたが、未だ、設計に適用
され且つ効果を上げたという報告は少ない。
その療因の一つとして、設計の流れを考えた
とき、HDLの役割が断片的である萄台が多
いということがある．そこで本輔では．設計
作乗の手順のレベルとHDLの関係を明確に
し、諭理設計作業を統合化した支援の一方法
を捷案する．
　論理装置の論理設計の手順は大きく次の3
つに分けられる．
（1）仕様書作成
（2）内郎動作の考案
（3）回路の接続表記
これらは看号順に設計作桑の流れであり、抽
象的な蟹念をより具体化することである．
　さて、従来のオーソドックスな手怯では、
仕搬書ほ白然言諾で、内部勘作はブロック図
やタイミングチャートで、接続は回路図面で
表現してきた．HDLはこれら自然言話や図
表の投割を果そうというものである．そこで
HDLもこれら3っのレペルに対応して、仕
様記述、動作記述、接続記述の3つのレベル
に分けることができる．
　既発表のHDLはこれら3つのレベルのど
れか一都をカバーしているのみである．例え
ば、ISPS　（3），Zeus（4｝，VHDL〔5〕
等がそうである．全てのレベルをカパーする
書1語の妊念としてCONLAN⑥が提案さ
れている．しかし抽象的な概念から具体的な
表記まで一っの言誘で記述することは、設計
工程の独立を損ねてしまい、また記述全体の
まとまりを欠きやすいと推測される．
　そこで我々は、3っのレベルに各々対応し
た3っの言謡の開発を考えている．
　3っの言語を設計するにあたり．これまで
の、HDLと記述レベルの対応上の欠点を取
り除かねばならない．その欠点とは、記述レ
ベルのカパー・・fi囲を広げようとして、かえっ
て特定のレベルに着目した傷合、その特徴が
損なわれていることであるeそこで3っの言
語闇で記述レベルが重裡しないように注意す
る。また各々の言語は各設計レベルでよリ使
いやすくなければならない。そのため次のよ
うに各レベルの言晒設計の指針を設ける。
仕様記述：論理装置の入出力の動作を記述す
　　　　　る。従って、入出力端子の機能は
　　　　　全て定義しなければならないが、
　　　　　内部楕成要素は必要最小眠のみを
　　　　　定義する．よリ人聞の思考に近い
　　　　　抽象的な記述が可能でなけれぱな
　　　　　らない．
動作記述；仕搬記述を受けて、内部窮威漢素
　　　　　の動作を記述する．内部棚威要素
　　　　　の機鮨は全て定義しなければなら
　　　　　ないが、それら窮威凄素間の接続
　　　　　は記述しない。また階層構造を表
　　　　　現可能とする．実時間の信号の流
　　　　　れのみの記述で、論理装置を表現
　　　　　する．
接続記述3動作記述を受けて、内喬醐威要素
　　　　　間の接続のみを記述する。いわば
　　　　　回路図やブロック図を言紹に翻訳
　　　　　したような其体的な記述が可能と
　　　　　する．接続関係の記述は繁維にな
　　　　　りやすいが、それも克展せねばな
　　　　　らない。
　本稿では、このうちの仕報記述言噺にっい
て述べる．
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　パップ7は前述の仕様記述の設尉指針をも
とに作った仕様記述言麟である．記述例を次
頁に、言麟の特徽を以下に示す．
　宜言部においてモの要素がレジスタか普通
のデータ線かの区別はしない．CONPONENrstt
内都構成要素の定義で、配列も掻える．FUNC
TION以下は、例からもわかるように自然曾繕
に近いかたちの動作記述文よりなる．idleは
Pesea1で使うラベルに似たもので、be
idleは分岐を衷す．鼠序関係の記述は可鮨
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であるが、絶対的な時間の記述はできない。
SYSTEM　Me国ゆry．
　1製PUT：M＝〔12〕；read．
　OUτPUT：data＝〔12〕；ready．
　CO㎜：旧embank（4096：12〕．
　FUNCTION
　　idle．
　　騨ait　for　fead　to　go　on．
　　d】ile　read　is　on　do　鵬ake　data　be
　　　　　　equa且　to　Ioemobank〔MA）．
　　曲ile　data　is　not　equal　to
　　oe田obank㎝〕do　reset　ready．
　　set　∫eady．
　　be　idle，
　ond
end．
　バッファの文法のプロダクションは、文脈
白由文法である。ゆえに条件判定文ゼ繰り返
し文，算術文，代入文，特機文などが全て構
造的に記述できるので記述能力は高い。ただ
idle～be　idleだけは構造的ではない．これ
は無限ループや割込み処理のような記述に便
利である．
　バッファは通常のシステム記述言語以上に
自然言語に近く．抽象的思考をよく表現でき
るように作られている。
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　3つの記述レベルのHDLの各々の役割は
次のようになる。
仕様記述：設計においてリファレンスとする。
　　　　　これをもとに以降の作業を進めて
　　　　　いく。
動作記述：仕横記述から接続を考えるときの
　　　　　中面過程に過ぎないが、設計者の
　　　　　思考の中心となる。
接続記述：論理設計の最終的な結果であり、
　　　　　次の製造工程に引き渡される。
　もうひとっのHDLの役割として、計算機
入力に成りえるということがある。計算機で
処理可能な作業として重要なものに次の2っ
がある。
①プログラム（Hardvare）の検証
（2）設計の自勤化
　3つの記述レベルのHDLで設計を行なっ
た誉合、プログラムの検証は、仕様記述（バ
ッファ）をリファレンスとして動作記述を確
認し、確認された動作記述をリファレンスと
して接続記述を確認するというふうに段階を
追って行える。
　設計の自動化においても、人間が作成した
仕様記述をもとにやはり段階的に次のレベル
の言語を計算機で自動生成することができる．
ただ、動作記述から接続記述の生成はハード
ウェアコンパイラとして研究されているよう
であるが、仕様記述から動作記述の作成は設
計者の経験や勘に頼る部分も多く、人工知能
の技法を用いる必要があると考えられる。
仕　　　　　動　　　　　接
搬　　生成　　作　　生成　　続
記　　　　〉記　　　　〉記
述く　　　　述く　　　　述
言　　検証　　言　　検証　　言
語　　　　　語　　　　　語
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　本稿では論理設計の工程を統合して支援す
る一方法として、各工程毎のHDL、特に仕
様記述言語と、それらの応用にっいて述べた。
動作記述言語及び接続記述言語にっいては現
在開発中である。
　記述レベル毎にHDLを用意する揚合の欠
点として、言語の修得の困難さと、言語翻訳
の手間の増加がある。それらを、言語を簡潔
にすることと、設計作業を計算機化していく
ことの研究で克服することが今後の課題であ
る。
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